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********************************************************************* 

広島を中心とする大学間連携におけるＦＤ研修の新地平

********************************************************************* 

 昨年の 11 月 21 日土曜日の午後、今年度第５回目の教育ネットワーク中国に

よる研修会が、広島工業大学の平成２１年度第２回全学ＦＤ(研修会)との共催

という形で、同大学の三宅の森Ｎｅｘｕｓ２１で開かれました。 

 主催校を代表してＨＩＴ教育機構長の佐藤先生が挨拶されたあと、広島女学

院大学の田頭先生から「広島女学院大学のＦＤ—現状と今後の問題点」と題して

授業評価アンケートと学生カルテの現状分析が紹介されました。つぎに広島経

済大学の堀越先生が「広島経済大学における授業公開の取り組みについて」と

いうテーマで全学的授業公開の状況を説明され、さらに広島工業大学の清田先

生は「ＦＤにおけるＰＤＣＡサイクルの構築に向けて」と題して同大における

授業アンケートの検証方法を解説されました。そして休憩ののち、広島経済大

学の志々田先生が３報告の論点を整理・総括され、フロアとの質疑応答をおこ

ないました。詳しい報告要旨は広島工業大学の『ＨＩＴ教育機構通信』第 11

号(2010 年 2 月)に掲載されていますので、そちらをご参照ください。 

 ここでは研修委員の立場から司会を務めた者として、このような研修会が開

かれた意味を改めて考えておきたいと思います。 

 まず指摘したいのは、地の利という点です。研修会後のアンケートにもいく

つか記述がありましたが、広島地域の大学教員同士がＦＤへの取り組みを披瀝

しあうことは、これまであまり例がありませんでした。普通われわれ中国地区

の大学に所属する教職員は、大学改革のための研修というと遠く近畿圏や首都

圏などに出張します。それが半日の時間で可能になる利点は大きいといえます。 

 つぎにこのような機会は、互いに中国地区の大学が、大学改革に切磋琢磨す

る大きなインセンティブになるということです。それぞれの大学のＦＤの工夫

を自分が所属する大学に当てはめた場合どうなるか、と考えるところにＦＤを

向上させるカギはあります。これは地域の大学全体の地力を強くすることに繋

がるでしょう。 

 最後に反省点も述べねばなりません。今回の合同ＦＤ研修会は初めての経験

ということもあって、せっかく 66 名の参加者があったにもかかわらず、議論が

深まったか問題点が残されたように思います。今後、聴衆が参加できるような、

より実践的かつ能動的スタイルの研修法が、研修委員会では検討されていいと

思います。試行錯誤、これこそがＦＤ研修をより確かなものにする究極のコツ

にほかなりません。 

（広島修道大学学習支援センター長 矢田部 順二、研修委員会委員） 
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  進 捗 状 況 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

＜過疎地域の人材育成プログラム＞ 

キャリア講座「地域での仕事づくり」ワークショップ２ 

過疎地域の人材育成事業の取り組みの一貫として、備北地区高校生の卒業後の



仕事について考えるキャリア講座を実施します。広島経済大学ＡＯ入試入学者

を対象にした入学前セミナー（興動館教育プログラム）に一緒に参加して、集

団生活やグループワークのスキルを学んでもらいます。三次高校 12 名、吉田高

校 7 名、向原高校 8 名の総計 27 名の高校生が参加します。16 日に遠隔授業の

設備を使用し、広島経済大学と三次高校を結んで事前説明会を開きます。 

＜バスを利用した公開講座Ａ＞ 

公開講座Ａは 1 月 21 日（木）の県立広島大学プログラムを最後にすべての日

程が終了しました。提供科目数は 32、参加者数は 576 名でした。 

＜ひろしまカレッジ＞ 

 ぱれっとカレッジ「環境に優しい暮らし方」（教育ネットワーク中国企画）を

2 月 6 日、13 日に開講しています。登録者数が 33 名と少人数のため、グループ

ワークなどが取り入れられた講義形式となっています。（事務局） 
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  会 議 報 告 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

1 月 18 日（月）  

第 10 回戦略的大学連携運営委員会（広島経済大学立町キャンパス）17 時～ 

2 月 10 日（水） 

1 月 26 日に予算削減のための文部科学省のヒアリングがあり、その対応を決定

するために役員会を開催いたします。 
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  お 知 ら せ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

◆ひろしまカレッジフォーラム 

「学生による大学と地域の交流フェスティバル」を開催いたします。 

日程：2010 年 2 月 22 日（月）13：00～16：00 

 場所：エリザベト音楽大学 ザビエルホール 

http://www.enica.jp/hiroshima-3.pdf 

 参加申込：往復はがきまたはメールで hiroshima@enica.jp 
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＜発行：問合せ先＞ 教育ネットワーク中国 
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※お預かりする個人情報は、適切に管理し、承諾なく上記の目的以外に利用す 

ること、第三者に開示することは一切ありません。 
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